
・頭痛   ・全身のだるさ   ・肩こり   ・首こり   ・めまい   ・低血圧 

・朝、起きられない   ・動悸   ・抑うつ状態   ・不安感   ・目のかゆみ 

・鼻水   ・喘息など      当てはまる症状はないですか？ 

 

令 和 ５ 年 ６ 月 

唐津青翔高等学校 

保健室 

 

 梅雨の花と言えば、あじさいを思い浮かべる人も多いと思います。あじさいの英語名は「ハイドラ

ンジア」、“水の器”という意味で、たっぷりの水を蓄えていることが由来だそうです。小さな花が集

まり、雨のしずくを受けて輝く姿を見れば、きっとどんよりとした天気でもさわやかな気持ちになれ

ると思います♪ 

 健康診断も残り、歯科検診（1，3年生）と耳鼻科検診（１年生＋対象者のみ）になりました。欠

席をすることのないように、体調管理をしていきましょうね。 

もしかして「気象病
きしょうびょう

」かも・・・？ 

 気象病とは、気圧、気温、湿度などの天気の変化に伴って起こる体調不良のことを言います。正式

な病名ではなく、一般的にもそれほど知られてはいません。 

くもりや雨の日は、頭痛を訴えて保健室に来る生徒が多いです。「天気が悪いとき頭痛くなるっち

ゃん」と、自覚し自己管理できている人もいれば、そうでない人もいます。病院を受診したり、内服

したり、高校生のうちから自己管理ができるようになりましょう。 

気象病
きしょうびょう

の症状 

自分でできる予防方法 

〇規則正しい生活習慣を心がける。睡眠をしっかりとり、朝は少し

早めに起きる。 

〇運動する。肩こり、首こりがある場合は荷物を少し減らす。 

〇スマートフォン、パソコンの使用時間を減らし、ゲームをする時

間を短くする。 

〇人間関係のストレスを減らす。自分で解決することが難しいとき

は信頼できる人に相談しましょう。 

せたがや内科・神経内科クリニックより 
 


